


















































制度に組み込まれている程度が 60 年代末から 80 年代にかけて変化したことが，労働運動の環境問
題への取り組みや環境運動との連携のあり方にどのように影響したのか，主に労働組合側の視点か
ら考察する。なお，労使関係の変化とは，労働組合と経営者との「社会的合意」の下，労働運動が






を考察する。第 2 節は，50 年代末までに成立した労使関係の「社会的合意」の下，産業別組合が
一定の影響力をもち，同時に官僚化が進んだ組合組織に対する一般組合員の反発もみられた 60 年
代末から 70 年代半ばの時期の，労働運動の環境問題への取り組みと環境運動との連携について検
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働組合協議会［central labor councils］と AFL-CIO の州連合体）を環境運動と連携する社会的ユ
アメリカの労働運動の環境問題への取り組み，環境運動との連携（鈴木　玲）
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政策の 1 つとする必要性を認識し，67 年大会に決議案を提出するに至った（Leopold 2007, 230-
231）。
　OCAW は単に決議を採択するだけでなく，この政策がローカル組合に広く行き渡るよう具体的








有された。第 8 地域の集会（1969 年 3 月）では，ローカル組合の代表の一人が生産工程から出る
有毒ガスについて報告したうえで，「工場で働く私たちだけでなく，隣接したコミュニティの住民
も有毒ガスの被害を受けている」と指摘した（Leopold 2007, 245-253,Oil, Chemical andAtomic
UnionNews,June1969,12,11）。















「ブルー・グリーン同盟」が形成された初めての事例でもあった（Gordon 1998, Leopold 2007,
302）。

































































Groups との協力関係を通じた労働組合の安全衛生問題への取り組みが 60 年代末から 70 年代初め
に始まった運動形態の継続だとしたら，労働争議を契機とした労働組合の環境問題への取り組みは
新たな運動形態であるといえる。

















する。第一の事例は，BASF のジェイズマー（Geismar）工場（ルイジアナ州）で OCAW のロー
カル組合（Local 4-620）が 84 年 6 月から 5 年半にわたり長期に闘った争議（ロックアウト）であ
る。第二の事例は，IP（インターナショナル・ペーパー社）のアンドロスコッギン（Androscoggin）
製紙工場（メイン州）で UPIU（国際合同製紙工労働組合）のローカル組合（Local 14）が 87 年 6
月から 88 年 10 月まで闘った争議（ストライキ）である。
　（1）　BASFジェイズマー工場争議（７）
　BASF は世界で 2 番目に大きい西ドイツ系化学企業（当時）であるが，同社の北米本社（以下






組織する OCAW のローカル組合（Local4-620）に対しても強硬策をとり，84 年の協約交渉で組合
側が到底受け入れられない内容の協約案（1 年間の賃上げ凍結，会社側の健康保険負担の削減，先
任権ルールの大幅変更）を提示した。さらに，工場の仕事の多くの部分の外注化が提示された。










































が展開した反企業キャンペーンは，87 年夏までに BASF 経営者の懸念材料として認識されるよう
になったとされる（Minchin2003,112）。






























　IP アンドロスコッギン製紙工場（メイン州ジェイ）を組織する UPIU のローカル組合（Local14）



























































た。88 年 1 月から 2 月にかけて製紙工場で有毒化学物質が漏れ出す事故が 3 件起き，そのうち 2













ルフ・ネーダーと 3 月末に共同記者会見を行うことになった。しかし，IP が UPIU に協約交渉の
再開を，反企業キャンペーンの中止を条件に打診し，UPIU 指導部もその条件を受け入れたため，
組合とネーダーの共同記者会見も中止になった（Brucher2011,104-106,Getman1998,143-144）。
　UPIU と IP の交渉が再開したものの，IP はストライキ中の労働者を，代替労働者を解雇するこ
とで元の職場に戻すことを拒否したため，労使間の合意は成立しなかった。ストライキはその後も
続いたが，産業別組合が IP との労働争議を終了させることに傾き，スト中のローカル組合への支
援にも消極的であった。環境保護庁（EPA）と労働安全衛生庁（OSHA）が，それぞれ 4 月と 7 月
にアンドロスコッギン工場の安全設備の重大な不備や危険な職場環境を指摘した報告書を出したも
のの，UPIU はこれらの報告書に基づき環境問題を前面に押し出して IP に争議解決の圧力をかけ





















デルタ製油所（テネシー州メンフィス）を組織する OCAW のローカル組合（Local 3-631）は，経











































　今後の研究課題としては，第一に，経営者の対組合強硬策により 80 年代から 90 年代半ばにかけ
て起きた多くの労働争議で，職場環境および近隣コミュニティの環境問題が主要課題としてどの程
度広く取り上げられたのか，この問題が争議の経過や結果にどのような影響をおよぼしたのかを明
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